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この概要説明書は、一般社団法人日本暗号資産取引業協会が公表する「暗号資産概要説明書」を基に作成しています。

情報の正確性、信頼性、完全性を保証するものではありません。 

 

暗号資産の日本語名称 ビットコイン 

ティッカーコード BTC、XBT 

発行開始年月日 2009 年 1 月 3 日 

発行者 なし 

発行主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

発行方法 分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計

算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行される

暗号資産 

発行可能上限額 約 2,100 万 BTC 

保有・移転記録の秘匿性 ハッシュ関数（SHAー256、RIPEMDー160）、楕円曲線公開鍵暗

号、シュノア署名の暗号化処理を施しデータを記録 

価値移転認証の仕組み 台帳形式 

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者およ

び移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定

する 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Proof of work 

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除する

ために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成方式）

の 1 つであり、一定の計算量を実現したことが確認できた記録者

を管理者と認めることで分散台帳内の新規取引を記録者全員が

承認する方法 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンソース・ネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖

する台帳群（ブロックチェーン）を用い、難易度の高い作業証明

の蓄積されたチェーンが選択されることが Bitcoin のコンセンサ

ス・アルゴリズムによって規定されており、データ改竄の動機を

排除し、信頼性を確保している。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十

分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている 

 

 

 



 2 取扱暗号資産概要説明書 

暗号資産の日本語名称 イーサリアム 

ティッカーコード ETH 

発行開始年月日 2015 年 7 月 30 日 

発行者 Ethereum Foundation 

発行主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

発行方法 初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のた

めの、暗号計算および価値記録を行う記録者への対価・代償とし

てプログラムにより自動発行 

発行可能上限額 未定 

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 

価値移転認証の仕組み 台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Proof of Stake 

2022 年 9 月に行われた大型アップグレードにより従来の Proof 

of Work から Proof of Stake に移行した。いわゆるマイニングの

代わりとして、ETH をステークしている量に応じてブロック生

成権が付与される形態となった。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳

群（ブロックチェ－ン）および記録者による多数決をもって移転

記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへ

の参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性

を確保する。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十

分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。 
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暗号資産の日本語名称 ビットコインキャッシュ 

ティッカーコード BCH 

発行開始年月日 2017 年 8 月 1 日 

発行者 なし 

発行主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

発行方法 分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計

算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行される

暗号資産 

発行可能上限額 約 2,100 万 BCH 

保有・移転記録の秘匿性 ハッシュ関数（SHAー256、RIPEMDー160）、楕円曲線公開鍵暗

号の暗号化処理を施しデータを記録 

価値移転認証の仕組み 台帳形式 

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者およ

び移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定

する 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Proof of work 

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除する

ために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成方式）

の一つであり、一定の計算量を実現したことが確認できた記録者

を管理者と認めることで分散台帳内の新規取引を記録者全員が

承認する方法。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳

群（ブロックチェーン）および記録者による多数決をもって移転

記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへ

の参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性

を確保する。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十

分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている 
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暗号資産の日本語名称 エックスアールピー（エックスアールピー） 

ティッカーコード XRP 

発行開始年月日 2012 年 9 月 

発行者 あり 

発行主体概要 Ripple Labs Inc. 

発行方法 2012 年のネットワーク発足時に全て発行済み 

発行可能上限額 1,000 億 XRP 

保有・移転記録の秘匿性 取引は ED25519 と SECP256K1 によって暗号署名が行われ、ハ

ッシュには SHA512 half が使われる。Multi-sign 機能によって高

度のセキュリティを可能としている 

価値移転認証の仕組み 独自のコンセンサス・アルゴリズム 

3〜5 秒ごとにバリデーターが台帳における新たな取引について

投票を行い、80％以上の合意を得た取引が承認されたとみなさ

れ、パブリックな台帳に記録される。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Ripple Consensus Ledger（RCL）はビザンチン将軍問題を解決

する独自のコンセンサス・アルゴリズムを採用し、Proof-of-Work

よりもより速くかつ効率的に取引を承認することができる。信頼

される認証済み法人バリデーター（検証者）が取引についての投

票を行い、80%以上の合意が得られた取引については承認を行

う。RCL では決済が 3〜5 秒ごとに実行され、1 秒につき 1,500

の取引まで対応できるスケーラビリティを有する。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

信頼するバリデーターが意に反して結託した場合、台帳とデータ

は改ざんされる可能性がある。また、暗号資産の移転等を支える

コミュニティの崩壊等により、暗号資産の移転が不可能となる可

能性及びその他の理由等に起因し、最悪の場合は、暗号資産の価

値がゼロとなる可能性がある。 

記録者の信用力に関する

説明 

パブリックな台帳ネットワークを保持する動機がある、確認・証

明済みの法人がバリデーター（検証者）になっている。そのうち、

トップのバリデーター運用のパフォーマンスを示した複数のバ

リデーターのみが Unique Node List （UNL）という推奨リスト

に追加され、ネットワークのノードによって参照されるため個々

の記録者の信用は必要としない仕組みになっている。 

その他 米国証券取引委員会と発行者及び創業者との間で係争中。2023

年 7 月の略式判決を受け、米国大手取引所などで XRP の取扱い

が再開された。（2023 年 8 月現在） 
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暗号資産の日本語名称 ライトコイン 

ティッカーコード LTC 

発行開始年月日 2011 年 10 月 

発行者 なし 

発行主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

発行方法 分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のための、暗号計

算および価値記録を行う記録者への対価・代償として発行される

暗号資産 

発行可能上限額 8,400 万 LTC 

保有・移転記録の秘匿性 Scrypt アルゴリズムを用いたプルーフオブワーク 

価値移転認証の仕組み 台帳形式 

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者およ

び移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定

する 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Proof of work 

Scrypt アルゴリズムを用いたプルーフオブワークの仕組みによ

り、Litecoin ブロックチェーンの維持管理に参加する者が、ブロ

ック生成に必要な、およそ 2 分 30 秒（150 秒）間隔で発見可能

な難易度に調整され、かつ完全に確率的で計算コストの掛かる特

定のナンス（nonce）を見つけ、Litecoin ネットワークに対し伝

播することをもって、維持管理参加者が指定するアドレスに対し

てプロトコルから付与される。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳

群（ブロックチェーン）および記録者による多数決をもって移転

記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへ

の参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性

を確保する。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者が多数であることによって、個々の記録者の信用に頼らな

い仕組みを構築しているため、価値喪失の可能性はない 

その他 ライトコインネットワークでは、2022 年 5 月より Mimble Winble 

Extension Block によるプライバシーオプションが有効化され

た。しかしながら Coin Trade ではこのオプションを利用した送

金、入金には非対応となっております。予めご了承下さい。 
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暗号資産の日本語名称 エイダ 

ティッカーコード ADA 

発行開始年月日 2017 年 9 月 

発行者 Cardano Foundation 

発行主体概要 Cardano Foundation がエコシステムの監督者、IOHK が研究・技

術開発担当、EMURGO Pte. Ltd.がブロックチェーンソリューシ

ョンサービスの開発と提供を担っている。 

発行方法 初期発行と、分散型の価値保有・価値移転の台帳データ維持のた

めの、価値記録を行う記録者への対価・代償としてプログラムに

より自動発行される。 

発行可能上限額 450 億 ADA 

保有・移転記録の秘匿性 アドレスを生成するアルゴリズムは、EdDSA（エドワーズ曲線デ

ジタル署名アルゴリズム）が採用されている。公開鍵からアドレ

スを生成するために HMAC-SHA512 ハッシュ関数を使用してい

る。 

価値移転認証の仕組み 台帳形式 

価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、利用者およ

び移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の記録を確定

する。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Proof of Stake 

コンセンサス・アルゴリズム（分散台帳内の不正取引を排除する

ために、記録者全員が合意する必要があるが、その合意形成方式）

の一つであり、保有している基軸暗号資産の量が多いほどブロッ

ク生成（承認）の成功確率が上昇する承認方式。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

独自の PoS コンセンサス・アルゴリズム（ウロボロス）で、完

全にランダムに選ばれた記録者達によってブロックが承認され

る仕組みである。保有量が多いほど記録者に選ばれる確率が上昇

するため、記録者による悪意のある行動を抑制し信頼性を保つこ

とができる。 

記録者の信用力に関する

説明 

完全にランダムに選出された記録者がブロックの承認を行う。 

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十

分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。 

その他 ADA は、その初期段階でカジノプラットフォームを一つの用途

として宣伝されておりました。現在ではそのような宣伝はなされ

ておりませんが、当社では継続的なモニタリング及び情報開示を

行ってまいります。 
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暗号資産の日本語名称 アイオーエスティー 

ティッカーコード IOST 

発行開始年月日 2017 年 12 月（ERC20） 

2019 年 2 月 25 日（IOST ブロックチェーン） 

発行者 Internet of Service Foundation 

発行主体概要 不特定の保有・移転管理台帳記録者による発行プログラムの集

団・共有管理 

発行方法 ICO およびプログラムによる自動発行 

発行可能上限額 900 億 IOST 

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 

価値移転認証の仕組み 台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。暗号データは 0.5 秒毎にブロックチェーンに記

録される。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Proof of Believability (PoB) 

ブロック生成を行う際、凡そ 100 人いるブロックプロデューサ

ーをBelievabilityスコアによってローテーションさせることで高

速且つ公平にブロック生成を行うことが可能になっています。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳

群（ブロックチェ－ン）および記録者による多数決をもって移転

記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへ

の参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性

を確保する。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十

分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。 
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暗号資産の日本語名称 パレットトークン 

ティッカーコード PLT 

発行開始年月日 2021 年 5 月 25 日 

発行者 株式会社 HashPalette 

発行主体概要 HashPalette 社は、株式会社 Link-U と株式会社 HashPort が共同

でジョイントベンチャーとして、2020 年 3 月 2 日に東京都に設

立された。2022 年に HashPort 社の完全子会社となった。 

チェーンの構成 Etherum チェーンと Palette チェーンを持つマルチチェーンの暗

号資産。ePLT は Ethereum 上で、pPLT は Palette チェーン上で

発行され利用可能な暗号資産 

発行方法 ePLT：Ethereum ブロックチェーン上の ERC20 トークンとして

全量発行された。 

pPLT：ePLT をブリッジすることで Palette チェーン上の pPLT

として利用可能となる。 

発行可能上限額 1,000,000,000 PLT 

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 

価値移転認証の仕組み 台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Proof of Work（PoW）※ePLT（Ethereum チェーン） 

Proof of Authority（PoA）※pPLT（Palette チェーン） 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

ePLT：オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖す

る台帳群（ブロックチェ－ン）および記録者による多数決をもっ

て移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワ

ークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、

信頼性を確保する。 

pPLT：Hashpalette の選定したコンソーシアムによる多数決によ

り移転記録が承認される仕組み。東証プライム上場企業などで構

成されるコンソーシアムメンバーの信頼性によって、ネットワー

クの信頼性を確保する。 

記録者の信用力に関する

説明 

ePLT：記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録

者が十分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼

らず、記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。 

pPLT：信頼性を担保できる記録者をコンソーシアムメンバーと

して選定することで、信用力の基盤を確保している。 
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暗号資産の日本語名称 ポルカドット 

ティッカーコード DOT 

発行開始年月日 2020 年 5 月 26 日 (メインネットローンチ日) 

発行者 初期発行は Web3 財団。以降はプログラムによる自動発行 

発行主体概要 初期の発行主体である Web3 財団は、現在のウェブの世界

（Web2.0）より進んだ新しいウェブの世界（Web3.0）を提供す

ることを目的として 2017 年に設立 

発行方法 プログラムによる自動発行。ステーキングされている DOT の数

量に応じて、新規発行数量が自動調整される仕組みが実装されて

いる。 

発行可能上限額 上限なし 

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 

価値移転認証の仕組み 台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Nominated Proof of Stake (NPoS)に則ってトークンによる投票

力を持つ記録者たちが記録を管理している。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳

群（ブロックチェ－ン）および記録者による多数決と承認者によ

る確認を経て移転記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者

のネットワークへの参加を得ることによって、データ改竄の動機

を排除し、信頼性を確保する。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十

分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている。 

その他 ブロック報酬メカニズムである NPoS の設定により、年約 10%

のインフレーションが発生するため、同じ割合で保有資産の希薄

化が生じる。 

 

  



 10 取扱暗号資産概要説明書 

暗号資産の日本語名称 テゾス 

ティッカーコード XTZ 

発行開始年月日 2020 年 5 月 26 日 (メインネットローンチ日) 

発行者 Tezos 財団 

発行主体概要 Tezos 財団はスイスに拠点を置く非営利団体で、スイス連邦内務

省下のスイス連邦財団監督局の監督を受けている。投資や技術な

ど複数の委員会を抱えており、世界中の団体に Tezos プロジェク

トやプロトコルの開発に関する活動のための助成金を支給して

いる。 

発行方法 2017 年の ICO を通じたプレセール、及びプログラムによる自動

発行 

発行可能上限額 上限なし 

保有・移転記録の秘匿性 公開鍵暗号の暗号化処理を施しデータを記録 

価値移転認証の仕組み 台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

独自のProof of Stake系アルゴリズムであるLiquid Proof of Stake

を採用している。Delegated Proof of Stake と異なりブロック生

成者への預託は任意となることから、ブロック生成者の選定を行

う自由度が上がる設計になっている。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

オープンネットワークの脆弱性に対し、暗号により連鎖する台帳

群（ブロックチェ－ン）および記録者による多数決をもって移転

記録が認証される仕組みを用い、多数の記録者のネットワークへ

の参加を得ることによって、データ改竄の動機を排除し、信頼性

を確保する。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者に対する信用に依存しなくともプルーフ・オブ・ステーク

のメカニズムを通じて報酬を得ようとする記録者の存在により

安全性が高まる仕組みになっている。 

その他 Tezos プロジェクトの創業者、Tezos 財団（スイス）および DLS

社(Dynamic Ledger Solutions, Inc.)が 2017 年に実施した ICO に

ついて集団訴訟が行われていたが、2020 年 8 月 27 日開催の公

聴会の後に和解が成立している。 

 

  



 11 取扱暗号資産概要説明書 

暗号資産の日本語名称 アバランチ 

ティッカーコード AVAX 

発行開始年月日 2020 年 9 月 21 日 

発行者 AVA Labs,Inc. 

発行主体概要 米国コーネル大学准教授であったトルコ系アメリカ人 Emin Gün 

Sirer 氏によって AVA Labs,Inc.が設立され、金融業界における共

通の言語及び共通のインフラストラクチャとなり金融市場を最

適化することを目的としている。 

発行方法 AVAX は 2020 年 9 月 21 日の ICO 時点で 720,000,000AVAX を

上限に 360,000,000AVAX が発行された。この際発行されなかっ

た AVAX はブロックの生成とともにリリースされる。 

発行可能上限額 720,000,000 AVAX 

保有・移転記録の秘匿性 アバランチは C チェーン、X チェーン、P チェーンの３つのチェ

ーンからなるマルチチェーン構成となっており、それぞれ保有・

移転の記録は公開されているが、移転記録上の取引（トランザク

ション）やアドレスから個人を特定することはできない。 

価値移転認証の仕組み 台帳形式。2023 年 4 月のアップグレードにより、3 つのチェー

ンが Snowman コンセンサスに統一され、選出されたバリデータ

ーが取引データの承認を行う。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Snowman コンセンサスにて運用しており、バリデーターによっ

て価値移転が記録される。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

最低 2,000AVAX を担保したバリデーターが取引の承認作業を行

うが、AVAX の保有量が多いほど影響力が上昇するため、バリデ

ーターによる悪意のある行動を抑制し信頼性を確保している。 

記録者の信用力に関する

説明 

バリデーターとなるためには最低 2,000AVAX を担保する必要が

あり、ノードによるサンプリング（承認できる取引の量）の確率

は担保する AVAX の量に比例し、検証において正確かつ応答性の

高い場合にステーキング期間終了後に報酬を受け取る事ができ

る仕組みである。なお適切に稼働しないバリデーターの報酬は減

額される。 

 

 

  



 12 取扱暗号資産概要説明書 

暗号資産の日本語名称 ヘデラ ハッシュグラフ 

ティッカーコード HBAR 

発行開始年月日 2019 年 9 月 16 日 

発行者 Hedera Hashgraph, LLC 

発行主体概要 Hedera Hashgraph の開発を主導するが、運営は地域・業種等を

代表する世界的企業で構成するヘデラ運営評議会が行っている。 

発行方法 初期発行と、トランザクションの承認（処理）分散型の価値保有・

価値移転の台帳データ維持のための、暗号計算および価値記録を

行う記録者への対価・代償としてプログラムにより自動発行。 

発行可能上限額 500 億 HBAR 

保有・移転記録の秘匿性 保有・移転の記録は公開されているが、移転記録上の取引（トラ

ンザクション）やアドレスから個人を特定することはできない。 

価値移転認証の仕組み Hedera Network 上のトランザクションは Hedera Hashgraph コ

ンセンサス・アルゴリズムによって承認（処理）される。現状は

運営評議会メンバーが承認ノードを兼ねている。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

生成したトランザクション情報をメンバー間でランダムに拡散

し合い（ゴシッププロトコル）、当該情報をどのメンバーが保有

しているのかを相互に把握して仮想投票（承認）を行うことでコ

ンセンサスが得られる仕組み。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

Hedera は Hashgraph コンセンサス・アルゴリズムに加え、ステ

ーキングのために一部 Proof-of-Stake を導入している。各ノード

がコンセンサス時の仮想投票に必要な HBAR をステーキングで

きる仕組みとなっており、Proxy Staking というプロトコルによ

って、ノードをホストしていないユーザもステーキングに参加す

ることができる設計となっている。 

記録者の信用力に関する

説明 

様々な地域・業種等を代表する世界的な企業 28 社（※備考欄参

照）による運営評議会により、①重要事項を決定するとともに、

②Hedera Network 上のトランザクションの承認（処理）に関し

て合意形成を行うための、承認ノードが運用されている。 

備考 ※2023 年 8 月現在の運営評議会メンバー兼承認ノード 

ボーイング社、グーグル、ドイツテレコム、DELL、野村 HD 他 

一覧： https://hedera.com/council 

  



 13 取扱暗号資産概要説明書 

暗号資産の日本語名称 ポリゴン マティック 

ティッカーコード MATIC 

発行開始年月日 2019 年 4 月 20 日 

発行者 Polygon Labs 

発行主体概要 Jaynti Kanani ら 4 名が設立した Matic が前身、2021 年 2 月に

Polygon に名称変更し、現在は Polygon Labs となっている。 

発行方法 ERC20: プログラムによる一括発行 

Matic Network: ブリッジプログラムによる随時・間接的発行 

発行可能上限額 100 億 MATIC 

保有・移転記録の秘匿性 保有・移転の記録は公開されているが、移転記録上の取引（トラ

ンザクション）やアドレスから個人を特定することはできない。 

価値移転認証の仕組み チェックポイントレイヤーとブロック生成レイヤーで２層の承

認を行っている。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

Ethereum: PoS（2022 年 9 月のアップグレードで PoW から PoS

に移行） 

Matic Network: PoS 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

Ethereum, Matic Network 共に多数の記録者が結託し、あるいは

既存の記録者が有する処理能力合計よりも強力な能力を用いる

ことによって、記録台帳を改竄すること発行プログラムを改変す

ることができる。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十

分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている 

備考  

 

  



 14 取扱暗号資産概要説明書 

暗号資産の日本語名称 ニアー 

ティッカーコード NEAR 

発行開始年月日 2020 年 4 月 22 日 

発行者 NEAR Foundation 

発行主体概要 NEAR Foundation は、Viking Education の創設者である Erik 

Trautman 氏が、Google 出身の Illia Polosukhin 氏と Microsoft 出

身の Alexander Skidanov 氏と共同で設立。 

発行方法 初期発行として 10 億 NEAR が発行された。これに加えて、仕様

として毎年 5%の追加発行が行われる。 

発行可能上限額 なし 

保有・移転記録の秘匿性 保有・移転の記録は公開されているが、移転記録上の取引（トラ

ンザクション）やアドレスから個人を特定することはできない。 

価値移転認証の仕組み 台帳形式。価値移転認証を求める暗号データを記録者が解読し、

利用者および移転内容の真正性を確認して価値移転記録台帳の

記録を確定する。 

価値移転記録の信頼性確

保の仕組み 

TPoS (Thresholded Proof of Stake) 

PoS を応用したコンセンサスアルゴリズムを採用している。 

価値移転ネットワークの

信頼性に関する説明 

コンセンサスアルゴリズムの仕様上、バリデータは自らの計算結

果が正しいことを保証するためにステーキングを行う必要があ

る。バリデータの選出は有力ノードに権限が偏る PoS の問題点

を考慮したオークション形式となっており、なるべく多くのノー

ドが貢献できるような設計となっている。また不正なバリデータ

を検知するノードもランダムに割り当てられるように実装され、

ネットワークの信頼性を高めている。 

記録者の信用力に関する

説明 

記録者による多数の合意がなければ不正が成立せず、記録者が十

分に多数であることによって、個々の記録者の信用力に頼らず、

記録保持の仕組みそのものを信用の基礎としている 

備考 毎年総供給量の 5%が追加発行される仕様となっており、追加発

行分から焼却分（NEAR の取引量によって変動する）を差し引い

た割合で保有資産の希薄化が生じる。 

 


